『公式試合記録』記載上の注意　　　　　　２０１３年４月改定　競技部
１．『公式試合記録』は、必ずその試合を担当するＴＯ又はジャッジ自身によって記録されるべきであり、その前後を含む試合の間を通じて、常にジャッジ席に保管しておかなければならない。

２．大会の名称、試合番号、年月日、開始時間、場所、ピッチの種類をそれぞれ記録し、備考には、試合の種類や性格を記録する（例、プールＡとかＢ、準決勝・決勝等）

３．試合結果

　　・前半終了時に、括弧内に前半の得点結果を記録する。

・後半終了時に、括弧内に後半の得点結果を記録する。

・試合終了時に、上段に試合結果を記録する。

・同点引き分けの結果、延長戦が有った場合で、どちらかのチームが得点した場合は、その得点を延長欄に記録し、その得点を合計して、結果を上段に記録する。

・同点引き分けの結果、ＳＯ戦が行われる場合は、全てを終了した時に、公式試合記録用紙の署名①～⑥のサインを行なうとともにＳＯ戦記録用紙①、②、⑤を記録紙下段に記録する。
４．チームメンバー

　　・選手No左の空欄に先発出場者を、✓でマーキングする。
　　・キャプテンは、選手番号を○印で囲む。

　　・選手の交代出場については、最初の交代出場時間だけを記録する。

　　・警告カードを与えられた選手に、警告の種類と時間を記録する。

５．得点推移

　　・得点チーム名、得点時間、得点者番号を記録し、得点経過をＦＧ（フィールドゴール）、ＯＧ（オンゴール）、ＰＣ（ぺナルティーコーナー）、ＰＳ（ペナルティーストローク）に分類し記録する。

　　・得点推移は、時間や結果に関係なく、常に記録用紙の左側（右側）に記載してあるチームのそれをスコアの左側（右側）に記録する。

６．時間の取り扱い

　　・全ての時間の取り扱いは、次の通りとする。

　　・「全秒数切り上げ方式」即ち、試合開始時間と同時に１分、３４分３秒は３５分とし、「積算表示方式」即ち、後半３３分１５秒は６９分とする。

・延長戦も同様にする（延長１分３５秒は、７２分とする）

・後半スタート時の交代は、３６分とする。

・試合終了のホーン後のエキストラタイムは（＋）を記入し延長前半のエキストラタイムは（７８＋）を記入し後半は（８５＋）を記入する。

７．SO戦の記入手順

・担当審判員・ＴＯと協議の上、使用ゴールを選ぶ。ジャッジ席から見て(右・左)を記録用紙に記入

・両チームキャプテンをジャッジ席前に呼び先攻後攻を決める。（記録用紙に記入）

・次にシューターの順番を確認する。（守備者の番号・装備を記録用紙に記入）

・シュートが成功したら○を、失敗したら×を記入。

・延長シリーズは正規シリーズと先攻後攻を入れ替え、以後５回ごとに先攻後攻を入れ替える。
８．署名

　　・試合が終了し、記録が完成した時点で、両チーム監督・両アンパイア・リザーブアンパイア・サジェスチョンアンパイア・ジャッジの順に署名し、最後にＴＯが署名する。（ＴＯは最終確認をする）

　　・抗議の意思がある場合でも、監督は、必ず署名をしなければならない。

９．チャレンジ権の記入。

　　・各チームがチャレンジ権を行ったときは、チャレンジ権記入欄に時間と○・×を記入する。（内容はメモに記入、記録用紙には記入しないこと。）
